
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
市
政
の
発
展
と
議
会
運
営
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
地
方
自
治
体
で
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
、
今
ま
さ
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
見
据
え
た
情
報
分
析
に
力
点
を
置
き
、
市
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
市
民
参
画
の
市
政
運
営
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
役
割
と
責
任

の
重
さ
を
自
覚
し
、
決
意
も
新
た
に
市
議
会
の
活
性
化
と
改
革
に
取
り
組

み
、
小
城
市
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」
に
す
る
た
め
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

議
長　

中
島
　
正
之

主
な
事
業

農
地
集
積
推
進
事
業

（
１
２
０
万
円
）

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営

体
へ
の
農
地
集
積
や
分
散
化

し
た
農
地
の
連
担
化
の
た

め
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
（
佐
賀
県
は
佐
賀
県
農

業
協
同
組
合
）
を
通
じ
て
農

地
集
積
に
協
力
す
る
農
地
の

出
し
手
に
対
し
て
、
農
地
集

積
協
力
金
を
交
付
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業

（
小
城
処
理
区
）

（
１
億
４
︐９
６
０
万
円
）

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
浄
化
す
る
こ

と
で
公
共
水
域
の
水
質
保
全

を
図
る
と
共
に
、
水
洗
ト
イ

レ
の
設
置
に
よ
り
衛
生
的
で

小
城
市
議
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人
権
擁
護
委
員

（
諮
問
第
１
号
）

　

平
成
２５
年
１２
月
３１
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、釘
本
萬
壽
美
氏
を
再
任
。

快
適
な
生
活
環
境
を
創
出
す

る
た
め
下
水
道
を
整
備
す
る
。

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業

（
９
８
７
万
円
）

　

保
育
士
の
人
材
確
保
対
策

を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
む
市
内
の
私
立
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育

園
部
門
）
に
資
金
の
交
付
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
育
士

の
確
保
を
進
め
る
。

牛
津
公
民
館
等

改
修
事
業

（
１
，７
３
４
万
円
）

　

現
牛
津
公
民
館
の
機
能
を

旧
議
会
棟
へ
移
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、
安
全
で
快
適
な
施

設
改
修
を
行
う
。
ま
た
、
旧

牛
津
庁
舎
跡
地
の
整
備
及
び

現
牛
津
公
民
館
の
一
部
改
修

を
行
う
。

意
見
書

（
第
７
号
）

佐
賀
県
に
よ
る
消
防
防
災

ヘ
リ
の
導
入
運
用
を
求
め

る
意
見
書

�

可
決

（
第
８
号
）

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す

る
法
律
案
の
廃
案
を
求
め

る
意
見
書

�

否
決

（
第
９
号
）

長
崎
新
幹
線「
西
九
州
ル
ー

ト
」
の
フ
ル
規
格
化
へ
の

協
議
を
求
め
る
意
見
書

�

可
決

（
第
１０
号
）

総
合
的
な
農
業
政
策
の
確

立
に
関
す
る
意
見
書

�

可
決

請
　
願

（
第
１
号
）

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
」
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
。

　

全
員
賛
成
で
採
択
し
た
。

財
政
健
全
化
へ
向
け

た
中
長
期
財
政
計
画

に
つ
い
て

　
　

学
校
建
設
や
下
水
道
事

業
な
ど
大
型
事
業
が
今

後
も
続
く
が
、
税
収
の
停
滞

や
、
２７
年
度
か
ら
の
交
付
税

の
大
幅
減
に
伴
い
中
長
期
財

政
計
画
を
立
て
財
政
の
健
全

化
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

国
の
合
併
特
例
債
借
入

期
間
の
５
年
延
長
を
受

け
て
、
中
長
期
的
な
財
政
見

通
し
を
策
定
す
べ
く
今
後
の

事
業
計
画
を
各
課
か
ら
聴
取

し
、
経
営
戦
略
会
議
に
お
い

て
協
議
し
財
政
計
画
を
見
直

し
、
借
入
延
長
の
前
提
条
件

と
な
る
新
市
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
で
審
議
、
議
会
に
も
事

前
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

未
収
金
対
策
に
努
め
よ

　
　

市
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
上
下
水
道
料
、
市

営
住
宅
使
用
料
等
に
お
い

て
、
多
額
の
収
入
未
済
額
が

見
受
け
ら
れ
る
。
善
良
な
納

税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
る
の
で
、
引
き
続
き

努
力
す
べ
き
だ
。

　
　

滞
納
者
へ
は
財
産
調
査

等
を
実
施
し
、
差
押
え

が
可
能
な
方
は
、
積
極
的
に

問問答答問問答答
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財
産
の
差
押
え
を
行
い
、
結

果
差
押
え
等
の
件
数
の
増
加

に
よ
り
市
税
等
の
未
収
金
に

つ
い
て
も
徐
々
に
で
は
あ
る

が
効
果
も
表
れ
て
い
る
。
納

期
内
に
納
税
・
納
付
さ
れ
て

い
る
方
々
に
不
信
感
や
不
公

平
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
、

今
後
も
未
収
金
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
税
収
で
は
納

付
率
が
前
年
比
１
・
４
％
改

善
し
未
済
額
が
７
，３
０
０

万
円
減
少
、
国
保
税
に
お
い

て
は
納
付
率
が
前
年
比
２
・

６
％
改
善
し
、未
済
額
が
６
，

８
０
０
万
円
（
１５
・
４
％
）

減
少
。
た
だ
、
未
収
額
が
市

税
と
国
保
合
わ
せ
て
７
億
３

千
万
円
程
度
あ
り
、
今
後
も

更
に
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

く
。イ

ベ
ン
ト
等
の

費
用
対
効
果
は

　
　

各
部
・
各
課
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
が
、
参
加
人
員
の
目
標

を
決
め
集
客
に
努
力
す
べ
き

だ
。
特
に
商
工
観
光
課
の
所

管
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
経
済
効
果
の
把
握
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

市
内
イ
ベ
ン
ト
は
様
々

あ
る
が
、
趣
旨
に
沿
っ

て
媒
体
を
使
い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

目
的
で
あ
る
事
業
効
果
・
啓

発
、
小
城
市
の
Ｐ
Ｒ
等
経
済

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
商
工
観
光
課
が

所
管
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
人
員
の
目
標
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
を
上
回
る
参
加

者
を
目
標
に
、
市
の
広
報
や

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ラ
ジ
オ

や
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
を
使
う
な
ど
市
内
外

に
周
知
し
な
が
ら
開
催
し
て

い
る
。

巡
回
バ
ス
の
効
率
的

運
行
に
つ
い
て

　
　

本
庁
舎
移
行
に
伴
っ
た

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
、
ま
た
乗
車
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
更

な
る
運
行
計
画
の
検
討
を
。

　
　

本
庁
舎
移
行
に
よ
り
、

市
民
の
移
動
パ
タ
ー
ン

も
変
化
し
て
い
る
。
旧
町
単

位
で
編
成
し
て
い
た
路
線
を

見
直
し
、
今
後
は
利
用
者
の

絞
り
込
み
、
高
齢
者
の
方
々

の
要
望
が
高
い
医
療
施
設
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
目
的
に
応
じ
た
路
線
の
設

定
も
必
要
な
視
点
だ
と
思
う
。

問問答答
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取
り
組
み
を
よ
り
一
層
図
っ

て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
家
支

援
事
業
な
ど
に
補
助
金

を
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
支

援
終
了
後
に
開
業
に
至
ら
な

か
っ
た
り
、
空
き
店
舗
対
策

事
業
補
助
金
で
も
期
間
満
了

前
に
止
め
ら
れ
た
り
し
て
い

る
。
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

は
成
果
が
出
る
よ
う
な
施
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
家
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
月
例
経
営
報
告
会
や

経
営
研
修
会
を
更
に
充
実
さ

せ
、
経
営
指
導
と
並
行
し
て

開
業
に
向
け
た
立
地
場
所
の

検
討
や
資
金
計
画
、
広
報
計

画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
の

相
談
会
等
の
、
よ
り
実
践
的

な
育
成
・
開
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
事
業
を
実
施

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
方

全
員
が
中
心
市
街
地
に
独
立

開
業
で
き
る
よ
う
な
成
果
を

上
げ
る
よ
う
、
実
施
主
体
の

商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
取
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
、
空
き
店
舗
対
策

支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
事

前
相
談
会
や
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
特
に
事
業
採
算
性

や
継
続
性
の
事
項
に
つ
い
て

慎
重
な
検
討
・
審
査
を
行
い
、

２５
年
度
新
規
採
択
の
補
助
事

業
者
か
ら
新
た
に
毎
月
、
経

営
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、

経
営
状
況
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
等

の
協
力
も
得
な
が
ら
適
切
な

指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
に

し
た
。

下
水
道
事
業

に
つ
い
て

　
　

全
体
的
に
見
て
不
納
欠

損
額
も
減
少
し
て
い

る
。
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
の
未
納
額
も
減
少
し
て

向
上
し
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
接
続
率
の
向

上
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

　
　

不
納
欠
損
、
受
益
者
分

担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
に
つ
い
て
は
、
未
納
者
へ

戸
別
訪
問
を
行
い
、
面
会
し

経
済
状
況
な
ど
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
分
割
納
付
な
ど

納
付
能
力
に
応
じ
た
納
付
を

行
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て

い
る
。
接
続
率
は
２３
年
度
よ

り
２
％
向
上
し
２４
年
度
末
で

６３
・
４
％
と
い
う
現
状
。
接

続
率
の
向
上
対
策
と
し
て

は
、
１９
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
職
員
２
人
１
組
で
の
戸
別

訪
問
を
行
い
、
未
接
続
の
最

も
多
い
経
済
的
な
理
由
に
鑑

問問答答
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み
、
下
水
道
等
宅
内
改
造
積

立
補
助
金
の
活
用
も
併
せ
た

接
続
促
進
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
校
へ
の

下
水
道
出
前
講
座
を
実
施

し
、
下
水
道
の
必
要
性
を
勉

強
し
て
も
ら
い
家
庭
で
の
話

題
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。２５
年
度
で
は
、

接
続
率
の
低
い
芦
刈
、
堀
江

処
理
区
の
重
点
的
な
戸
別
訪

問
を
行
い
、
下
水
道
事
業
の

趣
旨
で
あ
る
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
図
る
こ
と
に
ご
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

を
し
て
い
る
。

水
道
料
金
に
つ
い
て

　
　

制
度
上
２
つ
の
企
業
体

が
一
緒
に
な
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
市
民
の
中
で

水
の
価
格
に
対
す
る
不
公
平

感
は
根
強
く
あ
る
。
こ
れ
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
。
人
口

減
少
の
中
、
水
道
の
売
り
上

げ
向
上
を
ど
の
よ
う
に
実
践

す
る
の
か
。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
や
耐
震
化
へ
の
対
処

は
。

　
　

市
に
は
西
佐
賀
水
道
企

業
団
と
小
城
市
水
道
の

２
つ
の
事
業
体
が
あ
る
が
、

給
水
区
域
・
水
源
、
給
水
方

法
が
違
っ
て
い
る
こ
と
で
経

費
等
に
違
い
が
生
じ
て
い

る
。
西
佐
賀
水
道
企
業
団
に

は
企
業
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
、
相
当
の
料
金
の
引
き
下

げ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
小
城
市
水
道
に
お
い
て

は
、
既
存
企
業
の
撤
退
等
に

よ
り
収
益
が
減
少
、
２５
年
５

月
分
か
ら
約
８
％
の
料
金
値

上
げ
を
行
い
維
持
・
管
理
を

や
っ
て
い
る
が
、
格
差
是
正

に
つ
い
て
は
西
佐
賀
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
努
め
て
い

く
。
水
道
の
売
り
上
げ
向
上

は
今
後
の
下
水
道
の
普
及
、

工
場
団
地
の
誘
致
に
よ
る
給

水
量
の
増
加
の
期
待
は
い
く

ら
か
で
き
る
か
と
思
っ
て
い

る
。
施
設
の
老
朽
化
対
策
及

び
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
計
画
的
な
更
新
を
考

え
、
更
新
に
合
わ
せ
て
耐
震

化
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

問問答答

各
種
検
（
健
）
診
に

つ
い
て

　
　

市
民
の
健
康
増
進
に
つ

い
て
様
々
な
施
策
を
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
各
種
検
診
の
受
診

率
が
実
績
と
し
て
あ
が
ら
な

い
。
受
診
率
向
上
に
向
け
て

の
今
後
の
改
善
対
策
は
。

　
　

具
合
が
悪
い
時
に
は
医

療
機
関
で
受
診
す
る
の

で
よ
い
、体
に
異
常
が
な
い
、

時
間
が
な
い
、
面
倒
だ
と

色
々
受
診
し
な
い
理
由
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
て
い
る

が
、
①
受
診
者
個
人
へ
の
通

知
書
の
送
付（
再
通
知
・
再
々

通
知
）
し
受
診
の
機
会
を
増

や
す
②
医
療
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
医
者
に
直
接
受
診

を
勧
奨
し
て
も
ら
う
よ
う
依

頼
③
農
協
、
漁
協
の
組
合
員

会
議
等
に
出
向
き
検
診
の
目

的
を
説
明
。
企
業
に
よ
る
検

診
の
推
進
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

所
、
機
会
、
直
接
的
に
未
受

診
者
に
働
き
か
け
る
な
ど
し

な
が
ら
受
診
率
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

学
力
向
上
対
策

に
つ
い
て

　
　

学
力
向
上
研
究
会
で
真

摯
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
の
は
評
価
で
き
る
が
、
児

童
の
学
力
向
上
に
結
果
が
出

て
い
な
い
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
利
活

用
し
更
な
る
学
力
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　
　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
で
は
、
小
中

と
も
基
本
的
な
知
識
や
技
能

の
習
得
に
つ
い
て
、
お
お
む

ね
達
成
し
て
い
る
が
、
応
用

に
関
す
る
力
に
課
題
が
あ
る

と
い
う
結
果
が
出
、
学
力
向

上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
校

内
研
究
の
充
実
、
全
教
職
員

が
一
堂
に
会
し
た
市
教
育
研

究
大
会
を
実
施
し
、
教
師
相

互
の
研
究
協
議
を
深
め
、
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
よ

る
授
業
の
質
の
向
上
を
図

り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

定
着
や
向
上
を
め
ざ
し
て
い

る
。
２４
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
を
始
め
９
月
ま
で
に

学
習
者
用
端
末
の
導
入
も
終

了
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た

め
の
環
境
整
備
が
整
い
、
こ

れ
ま
で
教
職
員
の
機
器
操
作

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
、
機
器
を

利
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
く
分
か
る
楽
し
い
授
業

づ
く
り
に
努
め
た
い
。
更
に

学
力
向
上
を
図
る
に
は
、
家

庭
学
習
の
充
実
が
不
可
欠
、

市
で
は
家
庭
教
育
指
針
を
学

校
ご
と
に
作
成
し
、
家
庭
で

の
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る

問問答答問問

答答

4小城市議会だより ２０１４年２月号




